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水辺だより
依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会

地域の宝
～水辺環境を保護しましょう～

問 実行委員会事務局（地域振興課内）
　 電話42-1011／有線24510

問 マルチメディア情報センター　39-1000 問 実行委員会事務局（地域振興課内）42-1011　有線24510

【応募規定】
●作品の内容　依田川・内村川・千曲川の風景、川とく

らし、水と親しむ姿や魚釣りなど、「ふるさとの川」を
表現した絵・写真

●募集期間　平成25年8月1日（木）から11月29日（金）
●作品の提出先　丸子地域自治センター地域振興課
●大きさの基準等　用紙、用具、写真のサイズは問いま

せん。デジタルデータでも可
●参加賞　応募者全員に記念品を贈呈します

 「自然環境の保全と人々が共生で
きる地域づくり」について、身近
に考え、関心を高めることを目的
に、川の絵と写真を募集します。

EXCEL、WORDの演習問題集に、ご自分のペース
で取り組んでいただきます。必要に応じて講師がア
ドバイスします。初級者から仕事に役立つ実践的な
スキルの習得まで対応。随時募集していますので、
いつからでも、都合の良い日だけでもOKです。

※2日前（木曜日）までにお申し込み下さい。（開催
しない週もあります。電話にてご確認ください。）
※ご自身のテキストの持込みも可。

内容

日時

対象

料金

定員

備考

毎週土曜日　9:30～12:00

パソコン経験者 [キーボード・マウス操作できる方]

１回 1,000円　※テキスト代各1,050円別

定員20名／回・随時募集

　

作って覚えるEXCEL & WORD塾
　平安時代に御嶽堂地籍で挙兵した木曽義仲の史実を次代へ語
り継ぐことを目的として、信州丸子義仲祭り実行委員会が５月
20日に発足しました。
　実行委員会では、４年ごとに開催している挙兵武者行列を行
うほか、丸子修学館高校や地域内店舗との連携により、地域の
チカラを結集し、誇りを持てる地域づくりに向けて各種の事業
を展開します。
　実行委員会が計画している事業は以下のとおりで、具体的な
内容などは随時お知らせします。
　各事業に、ぜひご参加いただき、「新たな絆」を創出しましょう。
・地域への想いを紡ぐ食のイベント ９月予定
・木曽義仲挙兵武者行列 10月６日（日）
・挙兵武者行列 写真コンテスト 10月７日（月）～
・義仲史跡探訪ウォーキング 10月14日（月）
・義仲しだれ桜の植栽及び史跡整備 11月予定
・木曽義仲ゆかりの地（木曽町、富山県等）との連携事業 ６月～３月

●開催日　平成25年８月４日（日）
●コース　◆鉄人コース 〈依田川〉 （約８㎞）
　　　　　◆ずくだしてGO！コース 〈川と山〉 （約４㎞）
　　　　　◆ファミリーグループコース 〈内村川〉 （約３㎞）
●参加料　◆鉄人コース 及び ずくだしてGO！コース…2,000円
　　　　　◆ファミリーグループコース
　　　　　　（１グループ５人までエントリー可能）
　　　　　　小・中学生…500円／高校生以上…1,000円　
　　　　　　※小学生未満は無料
●申込期間　６月10日（月）～７月12日（金）
　　　　　　※事前に締め切る場合があります
　　　　　　※当日の受付はありません。
●申込先・お問い合わせ
　丸子総合体育館 電話43-2250 有線24611

今年の秋は義仲祭り ◆ 10月６日開催

げんき丸子

地域づくり

丸子地域自治センター  地域振興課
〒386-0492  上田市上丸子 1612　電話 42-1011　有線 24510　FAX43-3666
E-mail▶mtiiki@city.ueda.nagano.jp
http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/sys/20090908095644597.html

 28日 第3回丸子地域協議会
 29日 依田窪プール　オープン
  音楽村ラベンダーまつり（7月21日まで）

 30日 自治会アレチウリ除去作業日
 6日 いきいきフェスティバル2013
 13日 依田窪プールまつり
 17日 男女共同参画推進講座
 26日 第4回丸子地域協議会
 31日 合唱大会東信ブロック小学校の部
 3日 第36回丸子ドドンコ
  合唱大会東信ブロック中学校の部
 ４日 第18回信州爆水RUN in 依田川     
 29日 第5回丸子地域協議会

丸子地域行事イベント予定（６月～８月）地域づくりに関する
提案をお寄せください。

地域の素晴らしい風景（残したい風景）や
話題の写真をお寄せください。

 4月 4日 小・中学校入学式
  6日 音楽村公園イングリッシュローズ植樹式
  14日 安良居神社春祭り
  20日 音楽村ハーモニー文化祭　
   丸子少年少女柔剣道教室開校式
　 21日まで　信州国際音楽村すいせん祭り2013
  23日 第1回丸子地域協議会　
  28日 平井独鈷山千本桜祭り
   鹿教湯文殊堂春祭り
 5月 3日 第42回丸子少年野球大会開幕
  12日 第46回丸子早起野球大会開幕
   第34回丸子ソフトボール大会開幕
  22日 第41回まるこ春秋学園開講式
  30日 第2回丸子地域協議会
 6月  １日～９日  Ｏngakumuraルネッサンスウィーク2013
   １日 野外星空オペラ「トスカ」
   ２日 親子ワークショップ＆ライブイベント
   ３日 ボサノバなま音コンサート
   ４日 SPANNKOSMOライブ
   ６日 メゾソプラノの世界ライブ
    福川伸陽＆三浦友理枝デュオリサイタル
   ７日 Quietismo live in KODAMA 
   ８日 講演会「やればできる」西澤ヨシノリ
    音楽村開村26周年記念スペシャルライブ
    宇崎竜童 with 横田明紀男（Fried Pride）
  9日 イングリッシュローズの楽しみ方講演会

丸
子
地
域
・
で
き
ご
と
短
信
（
４
月
〜
６
月
）

６月

７月

８月冷蔵庫はものを
　　　詰め込みすぎないようにしましょう

木曽義仲挙兵武者行列

第１８回 信州爆水RUN ｉｎ 依田川

●本紙は環境に配慮し、古紙配合率100％再生紙とベジタブルインクを使用しています。
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6月2日 信州ルネッサンス／親子で巨人の服を描くワークショップ
青空の下、ダイナミックに描きました。（信州国際音楽村）

5月12日 わくわく体験塾／野外しいたけのコマ打ち＆バウムクーヘンづくり
小学生の親子60人が参加しました。（中丸子依田川橋 右岸河川敷）



丸 子 公 民 館 だ よ り

　５月16日（木）、丸子文化会館小ホールに丸子地
域の各公民館の分館長、分館主事及び人権教育
専門指導員の皆さんにお集まりいただき、「自治
会人権教育懇談会準備会」を開催しました。
　各分館からは100人を超える大勢の皆様に出席
いただき、水野一徳丸子地域教育事務所長の
「差別のない、明るく住みやすい地域づくりを
ともに進めていきましょう」との挨拶の後、啓発
ビデオ『桃香の自由帳』を視聴する研修を行い
ました。その後、分館毎の人権教育懇談会の開
催時期や内容などについて話し合いました。
　各分館の人権教育懇談会の開催につきまして
は、それぞれの分館からお知らせがありますの
で、ご参加ください。身近な地域の皆さんと
「人権」についてそれぞれ考え、話し合う機会
をつくっていきましょう。大勢の皆様のご参加
をお待ちしております。

地域の各公民館で
自治会人権教育懇談会が開催されます

～地域で手をつなぎ、みんなで育てよう、共に生きる心～

問 丸子公民館　電話42-3147　有線24722

問 丸子総合体育館　電話43-2250　有線24611

依田窪プール　オープンします
今年もいよいよ依田窪ブールがオープンします。ご家族、お友達お誘いのうえ、お出かけください。

６月29日㈯、30日㈰、９月１日㈰は  　　　　　です。
●営業期間
　６月29日（土）午後１時から
　９月１日（日）午後４時まで
●営業時間
　午前９時～12時・午後１時～４時
　（午前・午後の入れ替え制です）
●入場料金
　一般…300円　中学生以下…100円
　未就学児…無料

●日時　７月13日（土）午前９時～12時頃

スポーツレクリエーション祭2013
夏の部（依田窪プールまつり）

平成24年度「いのち・愛・人権標語」最優秀作品より

「みつめよう  私の心  みとめよう  人の心」
丸子北中学校　原田　海斗さん

無料開放日
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野
球
と
共
に
歩
ん
で
き
た
丸
子

と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

片山センター長

平
成
25
年
度
丸
子
地
域
の
重
点
目
標

１ 

安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と

　
　
　
　
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ
く
り

２ 

キ
ラ
リ
と
輝
く
丸
子
温
泉
郷
を
目
指
し
て

３ 

「
絆
」を
深
め
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

４ 

げ
ん
き
ま
る
こ

　
　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興

５ 

市
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
接
客
対
応
　

新
自
治
セ
ン
タ
ー
長
に
聞
く

セ
ン
タ
ー
長
　
こ
の
４
月
に
セ
ン
タ
ー
長
に
着
任

し
ま
し
た
、片
山
久
男
で
ご
ざ
い
ま
す
。前
任
者
同

様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
合
併
し
て
八

年
目
に
入
り
ま
す
が
、
今
ま
で
３
人
の
セ
ン
タ
ー

長
は
丸
子
地
域
の
出
身
で
し
た
が
、
私
は
上
田
地

域
の
出
身
で
ご
ざ
い
ま
す
。
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

は
上
田
菅
平
イ
ン
タ
ー
近
く
の
神
科
に
な
り
ま

す
。
今
回
、
丸
子
地
域
の
自
治
セ
ン
タ
ー
長
に
な

り
ま
し
て
、と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
お
り
ま
す
。

　
私
は
小
中
高
と
野
球
を
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、

丸
子
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
野
球
と
共
に

歩
ん
で
き
た
丸
子
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
丸

子
実
業
高
校
の
昭
和
40
年
夏
の
甲
子
園
ベ
ス
ト
８

を
始
め
と
し
て
、
最
近
も
丸
子
北
中
が
北
信
越
大

会
を
勝
ち
抜
い
て
全
国
大
会
に
出
場
し
た
り
、
ほ

ん
と
う
に
「
野
球
の
ま
ち
丸
子
」
の
伝
統
が
脈
々

と
続
い
て
い
る
と
い
う
印
象
で
す
。

　
私
の
新
た
な
通
勤
ル
ー
ト
は
、
大
屋
か
ら
国
道

１
５
２
号
線
を
通
っ
て
自
治
セ
ン
タ
ー
に
来
ま
す

が
、
途
中
東
郷
橋
付
近
ま
で
少
し
渋
滞
が
あ
り
、

約
30
分
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

　
今
年
四
月
、
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
た
に
片
山
久
男
セ

ン
タ
ー
長
を
迎
え
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
丸
子
地
域
協
議
会
で
は
、
今
年
度
の
丸
子
地
域
の
課
題
や

主
要
な
取
組
み
に
つ
い
て
、
斎
藤
重
一
郎
会
長
（
以
下
、
会
長
）
と
丸

山
か
ず
子
副
会
長
（
以
下
、
副
会
長
）
が
片
山
セ
ン
タ
ー
長
（
以
下
、

セ
ン
タ
ー
長
）
に
そ
の
内
容
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　
通
勤
途
中
の
道
路
沿
い
に
も
工
場
が
多
く
見
ら

れ
、
さ
す
が
丸
子
は
工
業
の
ま
ち
で
工
業
の
集
積

地
だ
な
と
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
然
が
豊
か
な

地
域
で
、
依
田
川
・
信
州
国
際
音
楽
村
・
丸
子
温

泉
郷
な
ど
本
当
に
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

会
長
　
丸
子
地
域
の
今
年
度
の
重
点
目
標
は
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
丸
子
温
泉
郷
の
活
性

化
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
の
振
興
、

市
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
接
客
対
応
の
５
項
目
が
あ

り
ま
す
ね
。

セ
ン
タ
ー
長
　
は
い
、
上
田
市
に
は
各
部
局
の
重

点
目
標
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

長
と
の
約
束
事
と
し
て
、
年
度
末
に
は
達
成
状
況

を
市
長
へ
報
告
し
ま
す
。
重
点
目
標
は
、
各
業
務

の
工
程
表
と
い
い
ま
す
か
、
取
り
組
む
べ
き
項
目

を
明
確
に
し
て
、
的
確
な
市
政
運
営
を
目
指
す
も

の
で
す
。

　
丸
子
地
域
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
継
続
実
施

や
、
浸
水
被
害
地
域
の
排
水
対
策
、
ご
み
量
の
削

減
な
ど
安
心
安
全
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
ほ
か
、
丸
子
温
泉
郷
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
若
手
経
営
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
誘
客
に
力
を
入
れ
ま

す
。
か
つ
て
の
賑
わ
い
、
丸
子
温
泉
郷
の
再
生
は

大
き
な
課
題
で
す
。

　
次
に
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
協
働
と
い
う
点
で
は
市
長
も
常
々

言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
行
政
の
仕
事
は
「
き
っ
か

け
づ
く
り
だ
よ
」、「
住
民
へ
の
働
き
か
け
」
と
い

う
姿
勢
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
丸
子

地
域
で
は
丸
子
修
学
館
高
校
、
上
田
市
商
工
会
と

市
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
に
基
づ
く
各
事
業

を
展
開
し
て
お
り
、
今
年
は
木
曽
義
仲
挙
兵
武
者

行
列
事
業
で
も
連
携
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。ま

た
、
ま
り
ん
こ
号
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
や

フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
の
活
用
な
ど
の
面
で
市
民
協
働
の

活
動
を
進
め
て
い
か
れ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
産
地
消
の

推
進
や
商
業
者
が
進
め
る
自
発
的
な
活
動
の
推
進

や
商
工
会
や
活
性
化
団
体
が
取
り
組
む
新
産
業
へ

の
挑
戦
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民

満
足
度
の
高
い
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
で
は
、
最
初
に

対
応
し
た
職
員
の
対
応
が
セ
ン
タ
ー
全
体
の
印
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
目
線
に
立
ち
、
よ
り
一

層
の
質
の
高
い
接
遇
を
目
的
と
し
て
接
遇
向
上
委

員
会
を
設
置
し
、
研
修
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

副
会
長
　
次
に
、
今
年
度
の
丸
子
地
域
に
お
け
る

大
き
な
事
業
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
か
。

セ
ン
タ
ー
長
　
ま
ず
、
上
田
市
の
全
体
の
予
算
に

つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
総
額
７
２
７

億
円
余
と
い
う
こ
と
で
、
上
田
市
始
ま
っ
て
以
来

の
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
、
丸
子
小
牧
線
の
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
の
災
害
に
よ
り
一
時
通
行
止

丸
子
地
域
の
重
点
目
標
と
課
題
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～知りたい、学びたい、楽しみたいを応援します～

　現在図書館では、郷土資料の収集をしています。特に過去に刊行された資料等に
ついては絶版になっているものが多く、収集が困難であることから、地域の皆様へ
郷土資料の提供をお願いするものです。養蚕、製糸、薬用にんじん、木曽義仲な
ど、丸子地域に関する歴史的な資料や特産品の資料、自治会や団体等の刊行物な
ど、譲っていただける資料がございましたら図書館へご連絡ください。

　４月末までの来館者数は、100,675人、本の貸出数は、161,244冊でした。
　平成24年度中の平均来館者数は、1日397人、平均貸出冊数は、615冊
でした。蔵書数は、87,000冊から100,000冊に増え、まるこライブラ
リーパートナーのボランティアの登録数は、43人になりました。

情報コーナー　

お知らせコーナー　これからのイベント予定

5月1日で開館一周年を迎えました。

　上田女子短期大学と丸子図書館で連携事業を開始しました。
　図書館の実務を学ぶことを目的として、司書課程を学んでいる学生に
本を保護するためのカバーフィルムのかけ方や修理の講習、自分が選ん
だおすすめ本の紹介などを計画しています。

大学連携事業スタート

郷土資料の収集にご協力ください。

●７月のおはなし会／７月20日（土） 10時30分から　七夕会　「おはなし回転木馬」の皆さん
●８月のおはなし会／８月17日（土） 19時から　夜のおはなし会　おはなしボランティアグループ
　※夜のおはなし会は、図書館の中にいくつかの会場をつくり、好きな所に参加することができます。

●平成24年度に多く読まれた本のランキング
ベスト
5

「IQ84  BOOK２」
 村上　春樹：著

「哄う合戦屋」 北沢　秋：著

「夢違」 恩田　陸：著

「境遇」 湊　かなえ：著

「鮫島の貌」 大沢　在昌：著

「一期一会 運命ってヤツ」
 学研教育出版：出版

「一期一会 世界一の親友」
 学研教育出版：出版

「一期一会 世界一のアイツ」
 学研教育出版：出版

「黒魔女さんが通る！！Part７」
 石崎　洋司：著

「一期一会 恋の決心」
 学研教育出版：出版

「うえきばちです」
 川端　誠：作

「トーマスとジェットき」
 ウィルバート・オードリー：作

「ピカソの絵本」 ピカソ：画

「うみのおまつりどどんとせ」
 さとう　わきこ：作

「うんこ！」 サトシン：文

映画やテレビドラマとなった『図書館戦争』・『空飛ぶ広報室』・『県庁おもてなし課』が人気です。

一般書 児童書 絵 本

話題の本

わら

かお

土
1
8
15
22
29

日

2
9
16

月

3
10
17
24

火

4
11
18
25

水

5
12
19
26

木

6
13
20
27

金

7
14
21
28

6月
月
1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水
3
10
17
24
31

木
4
11
18
25

金
5
12
19
26

土
6
13
20
27

日

7
14
21
28

7月

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

土日 月 火 水 木 金
8月

23
30

図書館カレンダー 赤い日が休館日（毎週月曜日、振替休日、月末整理日）です。

わがまち魅力アップ
応援事業は
住民参加の地域づくりの
第一歩です

丸
子
地
域
で
は

市
民
活
動
団
体
の
連
携
が

広
が
っ
て
い
ま
す

斎藤会長

丸山副会長

め
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

は
、
全
長
約
7
9
0
ｍ
、
う
ち
ト
ン
ネ
ル
約

5
2
0
ｍ
で
、
平
成
27
年
度
完
成
予
定
で
、
総
額

19
億
円
余
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
丸
子
地
域
協
議

会
か
ら
制
度
の
改
正
の
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
、
「
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
」
は
、

１
件
あ
た
り
の
補
助
金
額
が
二
百
万
円
と
な
り
、

予
算
額
で
は
一
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
協
議
会
の
皆
様
に
審
査
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
は
、
今

年
度
の
丸
子
地
域
に
お
い
て
は
十
団
体
の
事
業
が

採
択
さ
れ
、
す
で
に
各
地
区
に
お
い
て
住
民
の
皆

さ
ま
が
主
体
と
な
っ
た
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
４
年
に
１
度
開
催
さ
れ
て
い
る
木
曽

義
仲
挙
兵
武
者
行
列
事
業
や
全
国
の
名
湯
温
泉
地

が
一
堂
に
会
し
、
11
月
末
に
鹿
教
湯
温
泉
を
会
場

と
し
て
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
名
湯
百
選
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
自
ら
が

企
画
運
営
し
、
市
も
支
援
し
て
全
国
へ
向
け
て
情

報
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
に
、

依
田
窪
プ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
プ
ー
ル
サ
イ

ド
の
古
く
な
っ
た
部
分
の
シ
ー
ト
を
24
年
度
か
ら

３
ヵ
年
か
け
て
張
替
え
る
予
定
で
す
。
家
族
連
れ

や
大
人
も
楽
し
め
る
施
設
に
な
る
よ
う
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

副
会
長
　
最
後
に
、
地
域
協
議
会
で
も
、
現
在
２

つ
の
分
科
会
で
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
協
議

を
進
め
て
い
る
ほ
か
に
、
地
域
内
分
権
に
つ
い
て

も
研
究
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
参
加
や

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
長
　
４
月
の
地
域
協
議
会
に
初
め
て
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
市
へ
の
提
言
が
制
度
見
直
し
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
依
田
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
市
民
協

働
事
業
や
防
犯
灯
の
L
E
D
化
、
ま
り
ん
こ
号
の

利
便
性
向
上
な
ど
に
つ
い
て
な
ど
、
本
当
に
熱
心

に
地
域
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
２
つ
の
分
科
会
と
５
つ
の
研
究
会

を
持
ち
、
協
議
会
が
終
わ
っ
た
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の

分
科
会
に
分
か
れ
て
改
め
て
協
議
を
行
う
と
聞

き
、
大
変
驚
く
と
共
に
本

当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
地
域
内
分
権
の
確
立
に

向
け
た
第
４
ス
テ
ー
ジ
の

展
開
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
ず
は

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
市

民
協
働
事
業
の
展
開
で
そ

れ
を
集
約
し
、
組
織
化
し

て
い
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
ま
す
。
丸
子

地
域
は
、
信
州
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
や
丸
子
ド
ド
ン
コ
、
爆
水
ラ
ン
、
げ
ん
き
ま

る
こ
産
業
フ
ェ
ス
タ
な
ど
ま
さ
に
、「
市
民
協
働

の
イ
ベ
ン
ト
」
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
商
店
街
の
み
な
さ
ん
の
「
絆
」
再
生
会
議
で

の
取
り
組
み
、
地
域
住
民
の
支
え
あ
い
の
取
り
組

み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
積
み

上
が
っ
た
結
果
と
し
て
で
き
る
の
が
、
地
域
経
営

会
議
と
呼
ば
れ
る
住
民
自
治
の
組
織
や
第
４
ス

テ
ー
ジ
の
具
体
的
な
展
開
と
い
う
考
え
で
お
り
ま

す
。

会
長
　
地
域
協
議
会
で
審
査
を
行
う
、
わ
が
ま
ち

魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
は
、
申
請
者
の
方
々
は
本

当
に
熱
意
を
持
っ
て
来
て
下
さ
る
の
で
、
住
民
参

加
の
地
域
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
り
、
そ
の
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
審
査
す
る
側

と
し
て
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

副
会
長
　
丸
子
地
域
は
、
自
分
た
ち
が
動
い
て
地

域
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
多
く
出
て

き
て
お
り
、
団
体
間
の
交
流
も
広
が
り
、
次
は
何

を
や
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
、
連
携
に
よ
る
新
た

な
展
開
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
長
　
こ
れ
か
ら
は
、
市
内
の
各
地
域
ご

と
に
住
民
自
治
組
織
の
構
築
に
向
け
、
行
政
と
し

て
も
新
た
な
展
開
を
考
え
て
い
く
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
丸
子
地
域
で
は
、
す
で
に
住
民
自
ら

が
参
画
し
て
行
っ
て
い
る
様
々
な
取
り
組
み
が
あ

り
ま
す
の
で
、
地
域
協
議
会
で
も
市
民
協
働
に
つ

い
て
大
い
に
研
究
し
て
い
た
だ
き
、
丸
子
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
地
域
内
分
権
を
進
め
る

な
か
で
、
キ
ラ
リ
と
輝
く
地
域
づ
く
り
に
向
け
、

各
種
の
施
策
を
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

地域協議会だより
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地域協議会で話し合われた詳細な内容については、ホームページ
に掲載しています。「丸子地域協議会」で検索してください。
http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/sys/20091015144015078.html

　４
月
23
日
、
平
成
25
年
度
第
１
回
会
議
を
開
催
し
、
次
の
メ
ン
バ
ー
で

丸
子
地
域
の
研
究
、
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

危険木の伐採と沿道美化に
ご協力ください

花いっぱい運動  実施中です
　丸子地域では、今年度も72団体、3,000人を
超える皆様にご協力いただき、「花いっぱい運
動」を実施しています。
　花苗の植え込みや草取りなど、心を込めた管
理により、７月から８月にかけて地域のいたる
ところで彩り豊かな花々を楽しめます。
　また、建設課では自治センター交差点の花壇
を管理してくださるボランティアを募集してい
ます。花壇づくりをしてみたい方、個人・団体
は問いません。応募をお待ちしています。

　道路への倒木・枝の張り出し等は、交通事故を引き起こ
す原因にもなります。
　倒木等が原因で事故が発生した場合には、当該樹木の所
有者が責任を問われる場合がありますので、伐採または枝
払い等適切な管理をお願いします。
　特にこれからの台風シーズンには倒木が起こりやすく、
昨年は倒木による車両事故が２件発生しています。
　緊急の場合、通行に支障となる樹木や枝などを承諾を得
ずに伐採・撤去することがありますので、御理解をお願い
します。
　また、これから雑草が伸びる時期を迎えますが、歩行者
の安全、地域の環境整備のため、清掃や除草など、身近な
道路の美化活動に御協力をお願いします。

　今年度の上田市わがまち魅力アップ応援事業（補助期間５年以内、補助限度額200万円）において丸子地域協議
会で審査し、以下の10団体を採択しました。第２次募集は６月21日㈮が締め切りです。詳細は広報うえだ６月１
日号に掲載されていますのでご覧ください。
　また、第３次募集は９月に予定しています。随時相談を受付けていますので、お気軽にお問い合わせください。

問 建設課（管理係）　電話42-1032　有線24552

問 地域協議会事務局（地域振興課内） 電話42-1011／有線24510問 地域協議会事務局（地域振興課内） 電話42-1011／有線24510

問 地域振興課（地域政策係） 電話42-1011／有線24510問 地域振興課（地域政策係） 電話42-1011／有線24510

平
成
25
年
度 

丸
子
地
域
協
議
会

平成25年度 わがまち魅力アップ応援事業採択団体の活動を紹介します
会

　長
／
斎
藤
重
一
郎
（
西

　内
）

副
会
長
／
丸
山
か
ず
子
（
下
和
子
）

委

　員
／
池
田
佐
代
子
（
坂

　井
）

　
　
　
　内
田

　弘
子
（
腰

　越
）

　
　
　
　北
村

　好
美
（
南

　方
）

　
　
　
　工
藤

　裕
子
（
中
丸
子
）

　
　
　
　久
保
田
和
英
（
下
長
瀬
）

　
　
　
　小
宮
山
好
豊
（
八
日
町
）

　
　
　
　齊
藤

　
　實
（
石

　井
）

　
　
　
　佐
藤

　重
喜
（
三
反
田
）

委

　員
／
清
水

　三
枝
（
御
嶽
堂
）

　
　
　
　竹
花

　和
彦
（
飯

　沼
）

　
　
　
　竹
花

　節
子
（
下
長
瀬
）

　
　
　
　永
井

　正
一
（
西

　内
）

　
　
　
　中
澤
ゆ
か
る
（
八
日
町
）

　
　
　
　松
山

　慶
子
（
中
丸
子
）

　
　
　
　宮
坂

　雄
一
（
腰

　越
）

　
　
　
　宮
崎

　
　涼
（
西

　内
）

　
　
　
　宮
下

　正
明
（
下
長
瀬
）

　
　
　
　松
村

　正
孝
（
下
長
瀬
）

第
４
期
（
平
成
25
年
度
）
丸
子
地
域
協
議
会
委
員
名
簿
（
敬
称
略
）

団 体 名 事 業 名 内　　　容

丸子太鼓保存会
（継続事業2年目）

霊泉寺温泉
自然JUKU

プロジェクトTeam
若女将

（継続事業2年目）

地域で英語！
ともだち英語の会

（新規事業）

ゆうあい　まるこ
（新規事業）

内村っ娘の会
（再申請、新規事業）

鹿教湯温泉観光協会
（新規事業）

鹿教湯温泉
100年ブランド
創造プロジェクト

（新規事業）

石井花と緑の会
（新規事業）

箱山城・　　　
　桜ロードの会

（再申請、新規事業）

下長瀬自治会
（新規事業）

・太鼓団体の合宿を誘致し、練習の公開や和太鼓体験会を開催する。和太鼓のイメー
ジをさらに浸透させる為に、専門家によるワークショップ等を開催する。

・地元の太鼓を通して、地域振興や人材育成を目指す。

・霊泉寺の温泉地再生を目標に、雑木の伐採・植樹・景観整備活動を行う。
・霊泉寺フェスタなどのイベントを開催し、霊泉寺温泉を広くPR、多くの方に訪れ

ていただける霊泉寺地区を目指す。
・霊泉寺地区の自然を生かし、遊歩道整備やファミリーアウトドアイベントを行う。

・国籍に関係なく共生できる地域づくりを考え理解し、外国籍住民にも地域でお互い
を理解する事により一市民として社会参加を促す。　

・多言語漢字カードの作成を通して、日本で生まれた外国に繋がる第二世代の子ども
たちの育成に力を入れるとともに、外国人指導者の育成と社会参加を促す。

・鹿教湯温泉地域で、地域住民とお客様が一緒に参加したオーナー制の緑化推進を行う。
・もみじ橋から薬師堂までの遊歩道に「しゃくなげ」100本を植栽し、トリミーロー

ド他の路面などに福寿草や芝桜などを植える。

・ウォーキング愛好家のみなさんの要望や防災の面から、地域内を結ぶ通路を整備する。
・イベントを開催し、昔、この場所は子供達がソリ遊びをしていた所であるので、そ

れを復活させる。

・温泉と病院がある特色ある地域として、長野大学企業情報学部と連携して、新たな
地域デザインを地域に広める。

・地元関係者と大学生の連携により、地域づくりの課題解決のためのモデル事業を実施する。

・自分たちの手で花壇を作り、自分たちでの手で花づくりを行う。これら「花づくり
活動の場」を「コミュニティーの場」とし、地域への愛着や自治会内の連帯感を
醸成する。

・花壇作りには子どもたちにも積極的に参加してもらい、地域を担う人材育成の一助
としたい。

・上田地域の子ども達が世界の共通語である英語や世
界のことを広く学ぶきっかけとなるようなアカデ
ミックな語学体験活動を主に小学生対象に行う。

・地域で英語のできる人材や、当事業に関心ある住民
と交流しながら、子ども達が英語やコミュニケー
ションに興味を持ち、いずれ観光のまち上田市を背
負って立つ国際感覚を持った広告塔に成長すること
を期待し、住民同士の交流の輪を築き、地域の活性
化と継続的な活動へと発展させる。

・地域食材を使った郷土料理をテーマに内村地区内の
ウォーキングコースを使ったイベントや野外ケータリン
グ、ベリー摘みやベリー加工理講習会を開催する。

・地域食材を使ったお弁当の試食会を開催し、地域交
流を目指す。

・里山整備という共同作業を通して住民相互の親睦を
はかり地域コミュニケーションを向上させる。

・地域住民が一体となってこの城跡周辺の遊歩道整備
を行い山城を再現し、住民交流の場とし、自然と慣
れ親しみながら世代間を越えた地域コミュニティー
の創出を図りたい。

和太鼓の里　鹿教湯
温泉　推進事業

情緒あふれる霊泉寺
地区の魅力アップ＆
地域がつながる連携
創出事業

地域で育てよう！未
来の国際人（英語の
できる子ども達）

共生のできる地域づ
くり

郷土料理を通じた内
村地域住民の交流事
業

鹿教湯温泉　花と緑
のホスピタリティー

産学連携　病院と温
泉がある、特色ある
地域づくり事業

花づくり交流事業

箱山城跡周辺里山整
備事業

下長瀬地域のウォー
キングコースの整備

JAXAスタッフを迎えて座談会

地域食材を使った料理提供

桜の苗木の植栽

地域の話題
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地域協議会で話し合われた詳細な内容については、ホームページ
に掲載しています。「丸子地域協議会」で検索してください。
http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/sys/20091015144015078.html

　４
月
23
日
、
平
成
25
年
度
第
１
回
会
議
を
開
催
し
、
次
の
メ
ン
バ
ー
で

丸
子
地
域
の
研
究
、
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

危険木の伐採と沿道美化に
ご協力ください

花いっぱい運動  実施中です
　丸子地域では、今年度も72団体、3,000人を
超える皆様にご協力いただき、「花いっぱい運
動」を実施しています。
　花苗の植え込みや草取りなど、心を込めた管
理により、７月から８月にかけて地域のいたる
ところで彩り豊かな花々を楽しめます。
　また、建設課では自治センター交差点の花壇
を管理してくださるボランティアを募集してい
ます。花壇づくりをしてみたい方、個人・団体
は問いません。応募をお待ちしています。

　道路への倒木・枝の張り出し等は、交通事故を引き起こ
す原因にもなります。
　倒木等が原因で事故が発生した場合には、当該樹木の所
有者が責任を問われる場合がありますので、伐採または枝
払い等適切な管理をお願いします。
　特にこれからの台風シーズンには倒木が起こりやすく、
昨年は倒木による車両事故が２件発生しています。
　緊急の場合、通行に支障となる樹木や枝などを承諾を得
ずに伐採・撤去することがありますので、御理解をお願い
します。
　また、これから雑草が伸びる時期を迎えますが、歩行者
の安全、地域の環境整備のため、清掃や除草など、身近な
道路の美化活動に御協力をお願いします。

　今年度の上田市わがまち魅力アップ応援事業（補助期間５年以内、補助限度額200万円）において丸子地域協議
会で審査し、以下の10団体を採択しました。第２次募集は６月21日㈮が締め切りです。詳細は広報うえだ６月１
日号に掲載されていますのでご覧ください。
　また、第３次募集は９月に予定しています。随時相談を受付けていますので、お気軽にお問い合わせください。

問 建設課（管理係）　電話42-1032　有線24552

問 地域協議会事務局（地域振興課内） 電話42-1011／有線24510問 地域協議会事務局（地域振興課内） 電話42-1011／有線24510

問 地域振興課（地域政策係） 電話42-1011／有線24510問 地域振興課（地域政策係） 電話42-1011／有線24510

平
成
25
年
度 

丸
子
地
域
協
議
会

平成25年度 わがまち魅力アップ応援事業採択団体の活動を紹介します
会

　長
／
斎
藤
重
一
郎
（
西

　内
）

副
会
長
／
丸
山
か
ず
子
（
下
和
子
）

委

　員
／
池
田
佐
代
子
（
坂

　井
）

　
　
　
　内
田

　弘
子
（
腰

　越
）

　
　
　
　北
村

　好
美
（
南

　方
）

　
　
　
　工
藤

　裕
子
（
中
丸
子
）

　
　
　
　久
保
田
和
英
（
下
長
瀬
）

　
　
　
　小
宮
山
好
豊
（
八
日
町
）

　
　
　
　齊
藤

　
　實
（
石

　井
）

　
　
　
　佐
藤

　重
喜
（
三
反
田
）

委

　員
／
清
水

　三
枝
（
御
嶽
堂
）

　
　
　
　竹
花

　和
彦
（
飯

　沼
）

　
　
　
　竹
花

　節
子
（
下
長
瀬
）

　
　
　
　永
井

　正
一
（
西

　内
）

　
　
　
　中
澤
ゆ
か
る
（
八
日
町
）

　
　
　
　松
山

　慶
子
（
中
丸
子
）

　
　
　
　宮
坂

　雄
一
（
腰

　越
）

　
　
　
　宮
崎

　
　涼
（
西

　内
）

　
　
　
　宮
下

　正
明
（
下
長
瀬
）

　
　
　
　松
村

　正
孝
（
下
長
瀬
）

第
４
期
（
平
成
25
年
度
）
丸
子
地
域
協
議
会
委
員
名
簿
（
敬
称
略
）

団 体 名 事 業 名 内　　　容

丸子太鼓保存会
（継続事業2年目）

霊泉寺温泉
自然JUKU

プロジェクトTeam
若女将

（継続事業2年目）

地域で英語！
ともだち英語の会

（新規事業）

ゆうあい　まるこ
（新規事業）

内村っ娘の会
（再申請、新規事業）

鹿教湯温泉観光協会
（新規事業）

鹿教湯温泉
100年ブランド
創造プロジェクト

（新規事業）

石井花と緑の会
（新規事業）

箱山城・　　　
　桜ロードの会

（再申請、新規事業）

下長瀬自治会
（新規事業）

・太鼓団体の合宿を誘致し、練習の公開や和太鼓体験会を開催する。和太鼓のイメー
ジをさらに浸透させる為に、専門家によるワークショップ等を開催する。

・地元の太鼓を通して、地域振興や人材育成を目指す。

・霊泉寺の温泉地再生を目標に、雑木の伐採・植樹・景観整備活動を行う。
・霊泉寺フェスタなどのイベントを開催し、霊泉寺温泉を広くPR、多くの方に訪れ

ていただける霊泉寺地区を目指す。
・霊泉寺地区の自然を生かし、遊歩道整備やファミリーアウトドアイベントを行う。

・国籍に関係なく共生できる地域づくりを考え理解し、外国籍住民にも地域でお互い
を理解する事により一市民として社会参加を促す。　

・多言語漢字カードの作成を通して、日本で生まれた外国に繋がる第二世代の子ども
たちの育成に力を入れるとともに、外国人指導者の育成と社会参加を促す。

・鹿教湯温泉地域で、地域住民とお客様が一緒に参加したオーナー制の緑化推進を行う。
・もみじ橋から薬師堂までの遊歩道に「しゃくなげ」100本を植栽し、トリミーロー

ド他の路面などに福寿草や芝桜などを植える。

・ウォーキング愛好家のみなさんの要望や防災の面から、地域内を結ぶ通路を整備する。
・イベントを開催し、昔、この場所は子供達がソリ遊びをしていた所であるので、そ

れを復活させる。

・温泉と病院がある特色ある地域として、長野大学企業情報学部と連携して、新たな
地域デザインを地域に広める。

・地元関係者と大学生の連携により、地域づくりの課題解決のためのモデル事業を実施する。

・自分たちの手で花壇を作り、自分たちでの手で花づくりを行う。これら「花づくり
活動の場」を「コミュニティーの場」とし、地域への愛着や自治会内の連帯感を
醸成する。

・花壇作りには子どもたちにも積極的に参加してもらい、地域を担う人材育成の一助
としたい。

・上田地域の子ども達が世界の共通語である英語や世
界のことを広く学ぶきっかけとなるようなアカデ
ミックな語学体験活動を主に小学生対象に行う。

・地域で英語のできる人材や、当事業に関心ある住民
と交流しながら、子ども達が英語やコミュニケー
ションに興味を持ち、いずれ観光のまち上田市を背
負って立つ国際感覚を持った広告塔に成長すること
を期待し、住民同士の交流の輪を築き、地域の活性
化と継続的な活動へと発展させる。

・地域食材を使った郷土料理をテーマに内村地区内の
ウォーキングコースを使ったイベントや野外ケータリン
グ、ベリー摘みやベリー加工理講習会を開催する。

・地域食材を使ったお弁当の試食会を開催し、地域交
流を目指す。

・里山整備という共同作業を通して住民相互の親睦を
はかり地域コミュニケーションを向上させる。

・地域住民が一体となってこの城跡周辺の遊歩道整備
を行い山城を再現し、住民交流の場とし、自然と慣
れ親しみながら世代間を越えた地域コミュニティー
の創出を図りたい。

和太鼓の里　鹿教湯
温泉　推進事業

情緒あふれる霊泉寺
地区の魅力アップ＆
地域がつながる連携
創出事業

地域で育てよう！未
来の国際人（英語の
できる子ども達）

共生のできる地域づ
くり

郷土料理を通じた内
村地域住民の交流事
業

鹿教湯温泉　花と緑
のホスピタリティー

産学連携　病院と温
泉がある、特色ある
地域づくり事業

花づくり交流事業

箱山城跡周辺里山整
備事業

下長瀬地域のウォー
キングコースの整備

JAXAスタッフを迎えて座談会

地域食材を使った料理提供

桜の苗木の植栽

地域の話題
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3 6

丸子地域自治センターだより  第33号

～知りたい、学びたい、楽しみたいを応援します～

　現在図書館では、郷土資料の収集をしています。特に過去に刊行された資料等に
ついては絶版になっているものが多く、収集が困難であることから、地域の皆様へ
郷土資料の提供をお願いするものです。養蚕、製糸、薬用にんじん、木曽義仲な
ど、丸子地域に関する歴史的な資料や特産品の資料、自治会や団体等の刊行物な
ど、譲っていただける資料がございましたら図書館へご連絡ください。

　４月末までの来館者数は、100,675人、本の貸出数は、161,244冊でした。
　平成24年度中の平均来館者数は、1日397人、平均貸出冊数は、615冊
でした。蔵書数は、87,000冊から100,000冊に増え、まるこライブラ
リーパートナーのボランティアの登録数は、43人になりました。

情報コーナー　

お知らせコーナー　これからのイベント予定

5月1日で開館一周年を迎えました。

　上田女子短期大学と丸子図書館で連携事業を開始しました。
　図書館の実務を学ぶことを目的として、司書課程を学んでいる学生に
本を保護するためのカバーフィルムのかけ方や修理の講習、自分が選ん
だおすすめ本の紹介などを計画しています。

大学連携事業スタート

郷土資料の収集にご協力ください。

●７月のおはなし会／７月20日（土） 10時30分から　七夕会　「おはなし回転木馬」の皆さん
●８月のおはなし会／８月17日（土） 19時から　夜のおはなし会　おはなしボランティアグループ
　※夜のおはなし会は、図書館の中にいくつかの会場をつくり、好きな所に参加することができます。

●平成24年度に多く読まれた本のランキング
ベスト
5

「IQ84  BOOK２」
 村上　春樹：著

「哄う合戦屋」 北沢　秋：著

「夢違」 恩田　陸：著

「境遇」 湊　かなえ：著

「鮫島の貌」 大沢　在昌：著

「一期一会 運命ってヤツ」
 学研教育出版：出版

「一期一会 世界一の親友」
 学研教育出版：出版

「一期一会 世界一のアイツ」
 学研教育出版：出版

「黒魔女さんが通る！！Part７」
 石崎　洋司：著

「一期一会 恋の決心」
 学研教育出版：出版

「うえきばちです」
 川端　誠：作

「トーマスとジェットき」
 ウィルバート・オードリー：作

「ピカソの絵本」 ピカソ：画

「うみのおまつりどどんとせ」
 さとう　わきこ：作

「うんこ！」 サトシン：文

映画やテレビドラマとなった『図書館戦争』・『空飛ぶ広報室』・『県庁おもてなし課』が人気です。

一般書 児童書 絵 本

話題の本

わら
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土日 月 火 水 木 金
8月

23
30

図書館カレンダー 赤い日が休館日（毎週月曜日、振替休日、月末整理日）です。

わがまち魅力アップ
応援事業は
住民参加の地域づくりの
第一歩です

丸
子
地
域
で
は

市
民
活
動
団
体
の
連
携
が

広
が
っ
て
い
ま
す

斎藤会長

丸山副会長

め
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

は
、
全
長
約
7
9
0
ｍ
、
う
ち
ト
ン
ネ
ル
約

5
2
0
ｍ
で
、
平
成
27
年
度
完
成
予
定
で
、
総
額

19
億
円
余
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
丸
子
地
域
協
議

会
か
ら
制
度
の
改
正
の
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
、
「
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
」
は
、

１
件
あ
た
り
の
補
助
金
額
が
二
百
万
円
と
な
り
、

予
算
額
で
は
一
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
協
議
会
の
皆
様
に
審
査
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
は
、
今

年
度
の
丸
子
地
域
に
お
い
て
は
十
団
体
の
事
業
が

採
択
さ
れ
、
す
で
に
各
地
区
に
お
い
て
住
民
の
皆

さ
ま
が
主
体
と
な
っ
た
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
４
年
に
１
度
開
催
さ
れ
て
い
る
木
曽

義
仲
挙
兵
武
者
行
列
事
業
や
全
国
の
名
湯
温
泉
地

が
一
堂
に
会
し
、
11
月
末
に
鹿
教
湯
温
泉
を
会
場

と
し
て
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
名
湯
百
選
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
自
ら
が

企
画
運
営
し
、
市
も
支
援
し
て
全
国
へ
向
け
て
情

報
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
に
、

依
田
窪
プ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
プ
ー
ル
サ
イ

ド
の
古
く
な
っ
た
部
分
の
シ
ー
ト
を
24
年
度
か
ら

３
ヵ
年
か
け
て
張
替
え
る
予
定
で
す
。
家
族
連
れ

や
大
人
も
楽
し
め
る
施
設
に
な
る
よ
う
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

副
会
長
　
最
後
に
、
地
域
協
議
会
で
も
、
現
在
２

つ
の
分
科
会
で
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
協
議

を
進
め
て
い
る
ほ
か
に
、
地
域
内
分
権
に
つ
い
て

も
研
究
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
参
加
や

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
長
　
４
月
の
地
域
協
議
会
に
初
め
て
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
市
へ
の
提
言
が
制
度
見
直
し
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
依
田
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
市
民
協

働
事
業
や
防
犯
灯
の
L
E
D
化
、
ま
り
ん
こ
号
の

利
便
性
向
上
な
ど
に
つ
い
て
な
ど
、
本
当
に
熱
心

に
地
域
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
２
つ
の
分
科
会
と
５
つ
の
研
究
会

を
持
ち
、
協
議
会
が
終
わ
っ
た
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の

分
科
会
に
分
か
れ
て
改
め
て
協
議
を
行
う
と
聞

き
、
大
変
驚
く
と
共
に
本

当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
地
域
内
分
権
の
確
立
に

向
け
た
第
４
ス
テ
ー
ジ
の

展
開
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
ず
は

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
市

民
協
働
事
業
の
展
開
で
そ

れ
を
集
約
し
、
組
織
化
し

て
い
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
ま
す
。
丸
子

地
域
は
、
信
州
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
や
丸
子
ド
ド
ン
コ
、
爆
水
ラ
ン
、
げ
ん
き
ま

る
こ
産
業
フ
ェ
ス
タ
な
ど
ま
さ
に
、「
市
民
協
働

の
イ
ベ
ン
ト
」
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
商
店
街
の
み
な
さ
ん
の
「
絆
」
再
生
会
議
で

の
取
り
組
み
、
地
域
住
民
の
支
え
あ
い
の
取
り
組

み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
積
み

上
が
っ
た
結
果
と
し
て
で
き
る
の
が
、
地
域
経
営

会
議
と
呼
ば
れ
る
住
民
自
治
の
組
織
や
第
４
ス

テ
ー
ジ
の
具
体
的
な
展
開
と
い
う
考
え
で
お
り
ま

す
。

会
長
　
地
域
協
議
会
で
審
査
を
行
う
、
わ
が
ま
ち

魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
は
、
申
請
者
の
方
々
は
本

当
に
熱
意
を
持
っ
て
来
て
下
さ
る
の
で
、
住
民
参

加
の
地
域
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
り
、
そ
の
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
審
査
す
る
側

と
し
て
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

副
会
長
　
丸
子
地
域
は
、
自
分
た
ち
が
動
い
て
地

域
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
多
く
出
て

き
て
お
り
、
団
体
間
の
交
流
も
広
が
り
、
次
は
何

を
や
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
、
連
携
に
よ
る
新
た

な
展
開
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
長
　
こ
れ
か
ら
は
、
市
内
の
各
地
域
ご

と
に
住
民
自
治
組
織
の
構
築
に
向
け
、
行
政
と
し

て
も
新
た
な
展
開
を
考
え
て
い
く
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
丸
子
地
域
で
は
、
す
で
に
住
民
自
ら

が
参
画
し
て
行
っ
て
い
る
様
々
な
取
り
組
み
が
あ

り
ま
す
の
で
、
地
域
協
議
会
で
も
市
民
協
働
に
つ

い
て
大
い
に
研
究
し
て
い
た
だ
き
、
丸
子
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
地
域
内
分
権
を
進
め
る

な
か
で
、
キ
ラ
リ
と
輝
く
地
域
づ
く
り
に
向
け
、

各
種
の
施
策
を
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

地域協議会だより



丸 子 公 民 館 だ よ り

　５月16日（木）、丸子文化会館小ホールに丸子地
域の各公民館の分館長、分館主事及び人権教育
専門指導員の皆さんにお集まりいただき、「自治
会人権教育懇談会準備会」を開催しました。
　各分館からは100人を超える大勢の皆様に出席
いただき、水野一徳丸子地域教育事務所長の
「差別のない、明るく住みやすい地域づくりを
ともに進めていきましょう」との挨拶の後、啓発
ビデオ『桃香の自由帳』を視聴する研修を行い
ました。その後、分館毎の人権教育懇談会の開
催時期や内容などについて話し合いました。
　各分館の人権教育懇談会の開催につきまして
は、それぞれの分館からお知らせがありますの
で、ご参加ください。身近な地域の皆さんと
「人権」についてそれぞれ考え、話し合う機会
をつくっていきましょう。大勢の皆様のご参加
をお待ちしております。

地域の各公民館で
自治会人権教育懇談会が開催されます

～地域で手をつなぎ、みんなで育てよう、共に生きる心～

問 丸子公民館　電話42-3147　有線24722

問 丸子総合体育館　電話43-2250　有線24611

依田窪プール　オープンします
今年もいよいよ依田窪ブールがオープンします。ご家族、お友達お誘いのうえ、お出かけください。

６月29日㈯、30日㈰、９月１日㈰は  　　　　　です。
●営業期間
　６月29日（土）午後１時から
　９月１日（日）午後４時まで
●営業時間
　午前９時～12時・午後１時～４時
　（午前・午後の入れ替え制です）
●入場料金
　一般…300円　中学生以下…100円
　未就学児…無料

●日時　７月13日（土）午前９時～12時頃

スポーツレクリエーション祭2013
夏の部（依田窪プールまつり）

平成24年度「いのち・愛・人権標語」最優秀作品より

「みつめよう  私の心  みとめよう  人の心」
丸子北中学校　原田　海斗さん

無料開放日
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野
球
と
共
に
歩
ん
で
き
た
丸
子

と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

片山センター長

平
成
25
年
度
丸
子
地
域
の
重
点
目
標

１ 

安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と

　
　
　
　
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ
く
り

２ 

キ
ラ
リ
と
輝
く
丸
子
温
泉
郷
を
目
指
し
て

３ 

「
絆
」を
深
め
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

４ 

げ
ん
き
ま
る
こ

　
　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興

５ 

市
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
接
客
対
応
　

新
自
治
セ
ン
タ
ー
長
に
聞
く

セ
ン
タ
ー
長
　
こ
の
４
月
に
セ
ン
タ
ー
長
に
着
任

し
ま
し
た
、片
山
久
男
で
ご
ざ
い
ま
す
。前
任
者
同

様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
合
併
し
て
八

年
目
に
入
り
ま
す
が
、
今
ま
で
３
人
の
セ
ン
タ
ー

長
は
丸
子
地
域
の
出
身
で
し
た
が
、
私
は
上
田
地

域
の
出
身
で
ご
ざ
い
ま
す
。
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

は
上
田
菅
平
イ
ン
タ
ー
近
く
の
神
科
に
な
り
ま

す
。
今
回
、
丸
子
地
域
の
自
治
セ
ン
タ
ー
長
に
な

り
ま
し
て
、と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
お
り
ま
す
。

　
私
は
小
中
高
と
野
球
を
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、

丸
子
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
野
球
と
共
に

歩
ん
で
き
た
丸
子
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
丸

子
実
業
高
校
の
昭
和
40
年
夏
の
甲
子
園
ベ
ス
ト
８

を
始
め
と
し
て
、
最
近
も
丸
子
北
中
が
北
信
越
大

会
を
勝
ち
抜
い
て
全
国
大
会
に
出
場
し
た
り
、
ほ

ん
と
う
に
「
野
球
の
ま
ち
丸
子
」
の
伝
統
が
脈
々

と
続
い
て
い
る
と
い
う
印
象
で
す
。

　
私
の
新
た
な
通
勤
ル
ー
ト
は
、
大
屋
か
ら
国
道

１
５
２
号
線
を
通
っ
て
自
治
セ
ン
タ
ー
に
来
ま
す

が
、
途
中
東
郷
橋
付
近
ま
で
少
し
渋
滞
が
あ
り
、

約
30
分
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

　
今
年
四
月
、
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
た
に
片
山
久
男
セ

ン
タ
ー
長
を
迎
え
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
丸
子
地
域
協
議
会
で
は
、
今
年
度
の
丸
子
地
域
の
課
題
や

主
要
な
取
組
み
に
つ
い
て
、
斎
藤
重
一
郎
会
長
（
以
下
、
会
長
）
と
丸

山
か
ず
子
副
会
長
（
以
下
、
副
会
長
）
が
片
山
セ
ン
タ
ー
長
（
以
下
、

セ
ン
タ
ー
長
）
に
そ
の
内
容
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　
通
勤
途
中
の
道
路
沿
い
に
も
工
場
が
多
く
見
ら

れ
、
さ
す
が
丸
子
は
工
業
の
ま
ち
で
工
業
の
集
積

地
だ
な
と
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
然
が
豊
か
な

地
域
で
、
依
田
川
・
信
州
国
際
音
楽
村
・
丸
子
温

泉
郷
な
ど
本
当
に
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

会
長
　
丸
子
地
域
の
今
年
度
の
重
点
目
標
は
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
丸
子
温
泉
郷
の
活
性

化
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
の
振
興
、

市
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
接
客
対
応
の
５
項
目
が
あ

り
ま
す
ね
。

セ
ン
タ
ー
長
　
は
い
、
上
田
市
に
は
各
部
局
の
重

点
目
標
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

長
と
の
約
束
事
と
し
て
、
年
度
末
に
は
達
成
状
況

を
市
長
へ
報
告
し
ま
す
。
重
点
目
標
は
、
各
業
務

の
工
程
表
と
い
い
ま
す
か
、
取
り
組
む
べ
き
項
目

を
明
確
に
し
て
、
的
確
な
市
政
運
営
を
目
指
す
も

の
で
す
。

　
丸
子
地
域
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
継
続
実
施

や
、
浸
水
被
害
地
域
の
排
水
対
策
、
ご
み
量
の
削

減
な
ど
安
心
安
全
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
ほ
か
、
丸
子
温
泉
郷
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
若
手
経
営
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
誘
客
に
力
を
入
れ
ま

す
。
か
つ
て
の
賑
わ
い
、
丸
子
温
泉
郷
の
再
生
は

大
き
な
課
題
で
す
。

　
次
に
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
協
働
と
い
う
点
で
は
市
長
も
常
々

言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
行
政
の
仕
事
は
「
き
っ
か

け
づ
く
り
だ
よ
」、「
住
民
へ
の
働
き
か
け
」
と
い

う
姿
勢
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
丸
子

地
域
で
は
丸
子
修
学
館
高
校
、
上
田
市
商
工
会
と

市
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
に
基
づ
く
各
事
業

を
展
開
し
て
お
り
、
今
年
は
木
曽
義
仲
挙
兵
武
者

行
列
事
業
で
も
連
携
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。ま

た
、
ま
り
ん
こ
号
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
や

フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
の
活
用
な
ど
の
面
で
市
民
協
働
の

活
動
を
進
め
て
い
か
れ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
産
地
消
の

推
進
や
商
業
者
が
進
め
る
自
発
的
な
活
動
の
推
進

や
商
工
会
や
活
性
化
団
体
が
取
り
組
む
新
産
業
へ

の
挑
戦
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民

満
足
度
の
高
い
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
で
は
、
最
初
に

対
応
し
た
職
員
の
対
応
が
セ
ン
タ
ー
全
体
の
印
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
目
線
に
立
ち
、
よ
り
一

層
の
質
の
高
い
接
遇
を
目
的
と
し
て
接
遇
向
上
委

員
会
を
設
置
し
、
研
修
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

副
会
長
　
次
に
、
今
年
度
の
丸
子
地
域
に
お
け
る

大
き
な
事
業
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
か
。

セ
ン
タ
ー
長
　
ま
ず
、
上
田
市
の
全
体
の
予
算
に

つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
総
額
７
２
７

億
円
余
と
い
う
こ
と
で
、
上
田
市
始
ま
っ
て
以
来

の
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
、
丸
子
小
牧
線
の
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
の
災
害
に
よ
り
一
時
通
行
止

丸
子
地
域
の
重
点
目
標
と
課
題
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水辺だより
依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会

地域の宝
～水辺環境を保護しましょう～

問 実行委員会事務局（地域振興課内）
　 電話42-1011／有線24510

問 マルチメディア情報センター　39-1000 問 実行委員会事務局（地域振興課内）42-1011　有線24510

【応募規定】
●作品の内容　依田川・内村川・千曲川の風景、川とく

らし、水と親しむ姿や魚釣りなど、「ふるさとの川」を
表現した絵・写真

●募集期間　平成25年8月1日（木）から11月29日（金）
●作品の提出先　丸子地域自治センター地域振興課
●大きさの基準等　用紙、用具、写真のサイズは問いま

せん。デジタルデータでも可
●参加賞　応募者全員に記念品を贈呈します

 「自然環境の保全と人々が共生で
きる地域づくり」について、身近
に考え、関心を高めることを目的
に、川の絵と写真を募集します。

EXCEL、WORDの演習問題集に、ご自分のペース
で取り組んでいただきます。必要に応じて講師がア
ドバイスします。初級者から仕事に役立つ実践的な
スキルの習得まで対応。随時募集していますので、
いつからでも、都合の良い日だけでもOKです。

※2日前（木曜日）までにお申し込み下さい。（開催
しない週もあります。電話にてご確認ください。）
※ご自身のテキストの持込みも可。

内容

日時

対象

料金

定員

備考

毎週土曜日　9:30～12:00

パソコン経験者 [キーボード・マウス操作できる方]

１回 1,000円　※テキスト代各1,050円別

定員20名／回・随時募集

　

作って覚えるEXCEL & WORD塾
　平安時代に御嶽堂地籍で挙兵した木曽義仲の史実を次代へ語
り継ぐことを目的として、信州丸子義仲祭り実行委員会が５月
20日に発足しました。
　実行委員会では、４年ごとに開催している挙兵武者行列を行
うほか、丸子修学館高校や地域内店舗との連携により、地域の
チカラを結集し、誇りを持てる地域づくりに向けて各種の事業
を展開します。
　実行委員会が計画している事業は以下のとおりで、具体的な
内容などは随時お知らせします。
　各事業に、ぜひご参加いただき、「新たな絆」を創出しましょう。
・地域への想いを紡ぐ食のイベント ９月予定
・木曽義仲挙兵武者行列 10月６日（日）
・挙兵武者行列 写真コンテスト 10月７日（月）～
・義仲史跡探訪ウォーキング 10月14日（月）
・義仲しだれ桜の植栽及び史跡整備 11月予定
・木曽義仲ゆかりの地（木曽町、富山県等）との連携事業 ６月～３月

●開催日　平成25年８月４日（日）
●コース　◆鉄人コース 〈依田川〉 （約８㎞）
　　　　　◆ずくだしてGO！コース 〈川と山〉 （約４㎞）
　　　　　◆ファミリーグループコース 〈内村川〉 （約３㎞）
●参加料　◆鉄人コース 及び ずくだしてGO！コース…2,000円
　　　　　◆ファミリーグループコース
　　　　　　（１グループ５人までエントリー可能）
　　　　　　小・中学生…500円／高校生以上…1,000円　
　　　　　　※小学生未満は無料
●申込期間　６月10日（月）～７月12日（金）
　　　　　　※事前に締め切る場合があります
　　　　　　※当日の受付はありません。
●申込先・お問い合わせ
　丸子総合体育館 電話43-2250 有線24611

今年の秋は義仲祭り ◆ 10月６日開催

げんき丸子

地域づくり

丸子地域自治センター  地域振興課
〒386-0492  上田市上丸子 1612　電話 42-1011　有線 24510　FAX43-3666
E-mail▶mtiiki@city.ueda.nagano.jp
http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/sys/20090908095644597.html

 28日 第3回丸子地域協議会
 29日 依田窪プール　オープン
  音楽村ラベンダーまつり（7月21日まで）

 30日 自治会アレチウリ除去作業日
 6日 いきいきフェスティバル2013
 13日 依田窪プールまつり
 17日 男女共同参画推進講座
 26日 第4回丸子地域協議会
 31日 合唱大会東信ブロック小学校の部
 3日 第36回丸子ドドンコ
  合唱大会東信ブロック中学校の部
 ４日 第18回信州爆水RUN in 依田川     
 29日 第5回丸子地域協議会

丸子地域行事イベント予定（６月～８月）地域づくりに関する
提案をお寄せください。

地域の素晴らしい風景（残したい風景）や
話題の写真をお寄せください。

 4月 4日 小・中学校入学式
  6日 音楽村公園イングリッシュローズ植樹式
  14日 安良居神社春祭り
  20日 音楽村ハーモニー文化祭　
   丸子少年少女柔剣道教室開校式
　 21日まで　信州国際音楽村すいせん祭り2013
  23日 第1回丸子地域協議会　
  28日 平井独鈷山千本桜祭り
   鹿教湯文殊堂春祭り
 5月 3日 第42回丸子少年野球大会開幕
  12日 第46回丸子早起野球大会開幕
   第34回丸子ソフトボール大会開幕
  22日 第41回まるこ春秋学園開講式
  30日 第2回丸子地域協議会
 6月  １日～９日  Ｏngakumuraルネッサンスウィーク2013
   １日 野外星空オペラ「トスカ」
   ２日 親子ワークショップ＆ライブイベント
   ３日 ボサノバなま音コンサート
   ４日 SPANNKOSMOライブ
   ６日 メゾソプラノの世界ライブ
    福川伸陽＆三浦友理枝デュオリサイタル
   ７日 Quietismo live in KODAMA 
   ８日 講演会「やればできる」西澤ヨシノリ
    音楽村開村26周年記念スペシャルライブ
    宇崎竜童 with 横田明紀男（Fried Pride）
  9日 イングリッシュローズの楽しみ方講演会

丸
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６月

７月

８月冷蔵庫はものを
　　　詰め込みすぎないようにしましょう

木曽義仲挙兵武者行列

第１８回 信州爆水RUN ｉｎ 依田川
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6月2日 信州ルネッサンス／親子で巨人の服を描くワークショップ
青空の下、ダイナミックに描きました。（信州国際音楽村）

5月12日 わくわく体験塾／野外しいたけのコマ打ち＆バウムクーヘンづくり
小学生の親子60人が参加しました。（中丸子依田川橋 右岸河川敷）


